３　地域医療構想における将来の必要病床数との比較

病床機能報告は、毎年実施されることから、地域医療構想で定めた必要病床数との比較を毎年行っていくことにより、2025年に向けて構想区域で不足する病床機能や過剰な病床機能の方向性が明らかになる。
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高度急性期 4,936 16% 3,160 12% 1,776 -4%

急性期 12,815 42% 9,084 34% 3,731 -7%

回復期 3,174 10% 7,903 30% ▲ 4,729 19%

慢性期 9,939 32% 6,437 24% 3,502 -8%

計 30,864 26,584 4,280

高度急性期 288 10% 256 9% 32 -1%

急性期 1,138 41% 1,081 38% 57 -3%

回復期 349 13% 821 29% ▲ 472 16%

慢性期 1,016 36% 698 24% 318 -12%

計 2,791 2,856 ▲ 65

高度急性期 1,936 25% 889 15% 1,047 -10%

急性期 2,462 32% 2,104 35% 358 3%

回復期 682 9% 1,572 26% ▲ 890 17%

慢性期 2,594 34% 1,449 24% 1,145 -10%

計 7,674 6,014 1,660
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